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第１章 計画策定の沿⾰・⽬的 
 
第１節 計画策定の沿⾰ 
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は、3 世紀後半〜4 世紀代を中⼼として約 140〜150 年にわたり築造された、
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古墳の、現状で
６基が確認されている古墳群である。関東平野北東部の那珂川・涸沼⽔系河⼝部と太平洋の
外洋とに挟まれた独⽴した東⻄約 400m×南北約 400m の規模を持つ、標⾼約 25〜27m の
台地上に位置する。 

磯浜古墳群は、江⼾時代後期⽂化 4(1807)年に成⽴する、⽔⼾藩の学者⼩宮⼭楓軒の『⽔
府志料』の「琵琶塚」「ヒサゴ塚」を初出とするから、200 年以上の研究史が蓄積されてき
た。江⼾末期の『磯濱誌』などに詳しく、昭和戦前期に⾄る多数の⽂献に断⽚的に登場する。 

しかし本格的にその歴史的な評価が定まるのは、昭和 24 年８⽉の國學院⼤學の⼤場磐雄
博⼠による、常陸
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と名付けて進められた、⽇下ヶ塚古墳の主体部を対象とした発掘調
査を通してであろう。この時の発掘調査により、⻑⼤な粘⼟槨と共に、精巧に作られた初期
の⽯製模造品などが出⼟するなど、ヤマト王権との関わりの中で、東国において古墳⽂化を
受容した様⼦が分かる代表的な古墳として、新聞報道されると共に、埋葬施設の全容が明ら
かとなった稀有な前期古墳として戦後の考古学研究の中で別格の存在感を持つことになる。
昭和 28 年 7 ⽉には、「⽇下ヶ塚」と「⾞塚」として、それぞれ単独で茨城県の指定史跡とな
っているのは、この評価があったためと⾔える。 

昭和 29 年８⽉、⾞塚古墳の墳丘が農林省から⼤洗町に払い下げられ、昭和 33 年２⽉に
は⽇下ヶ塚古墳の墳丘が個⼈から⼤洗町に寄付され、県指定地の町有地化が進む。しかし昭
和 40 年代前半頃になると、宅地化や耕作による墳丘裾部の削平が進⾏したため、特に⾞塚
古墳は、町教育委員会が主体となり、昭和 45 年 12 ⽉測量調査を実施して、翌年３⽉には
墳丘を取り囲むように外柵を廻らして保護策を講じた。 

しかし、⽇下ヶ塚古墳周濠部の個⼈所有の休耕地を中⼼に、⽵や篠⽵の繁茂が著しく、町
では、造園業者に委託して両古墳墳丘の除草は重ねたものの、適正な管理としては抜本的な
解決策とはならなかった。平成 14 年３⽉、江⼾後期に書かれた『磯濱志』の記録に基づき、
⽇下ヶ塚古墳南⽅の篠⼭から望洋館
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の遺構が発⾒されたのを契機として、
平成 15〜23 年度、町教育委員会や地元の歴史愛好家団体である⼤洗町歴史と⾃然を楽しむ
会による篠⽵やモウソウチクの伐開作業が進み、⽇下ヶ塚・⾞塚両古墳の墳丘・周濠とも、
平成 23 年度中には環境整備がほぼ終了した。 

上記の保護の機運の⾼まりを受けて、古墳群の性格を明らかとするべく、平成 21〜24 年
度には、町教育委員会が姫塚古墳・⾞塚古墳・⽇下ヶ塚古墳の測量調査、及び範囲確認調査
を実施した。その結果判明した古墳の年代・規模・構造などの評価について、令和元年７⽉、
総括調査報告書として取りまとめた。同じタイミングで３墳の墳丘・周濠部に関わる⼟地全
25 筆の地権者から国史跡の同意を集め、令和２年３⽉、磯浜古墳群として国の史跡指定を
受けた。今まで未指定であった姫塚古墳全体を国指定地とするとともに、⽇下ヶ塚古墳の墳
丘・周濠部のほとんど、⾞塚古墳の墳丘のほとんどと周濠部の⼀部が将来にわたり残される
こととなったもので、史跡の保護としては⼤きな成果を上げることができたと⾔って良い。 



磯浜古墳群保存活⽤計画 第１章 計画策定の沿⾰・⽬的 
 

102 
 

令和２年７⽉ 22 ⽇には、指定地全体の管理者として⼤洗町が指定されている。令和３年
５⽉には、国指定地の内、⺠有地 20筆の⽤地取得へ向けた、指定地内外の未確定な境界確
認測量調査が始まっており、令和４年３⽉に取りまとめられている。 
他⽅で、指定時には性格が定まらず指定の対象からは除外した坊主⼭古墳については、令

和２年１〜３⽉に測量調査、その成果を受けて同年７〜11 ⽉に範囲確認調査を実施してき
た。 

 
第２節 計画の経緯 
 ⼤洗町教育委員会では、これまでの磯浜古墳群を取り巻く沿⾰を踏まえ、磯浜古墳群の適
切な保存活⽤の⽅法を検討するため、⽂化庁の指導のもと、令和３年度に磯浜古墳群保存活
⽤計画策定委員会条例を制定し、委員会を発⾜させ、各分野の専⾨家より計画の基本的事項
及び素案策定を調査、研究及び審議いただくこととした。委員会は令和３〜５年度に全５回
開催し、令和５年度中に『史跡 磯浜古墳群保存活⽤計画』を策定するものである。 
 
第３節 計画の⽬的 

磯浜古墳群は⼀部の⼟地について国指定史跡となり、⽤地取得へ向けた境界測量なども
⾏われるには⾄ったが、上記のとおり昭和 40 年代前半に墳丘裾部や周濠部を中⼼とした削
平を受けてきた経緯があり、保存⾯を⾒ていくと、宅地化の波の中で未指定地を中⼼に未だ
に解決していない問題が少なくない。坊主⼭古墳のようにまったく指定地に⼊っていない
古墳もある。このような現状の中で、観光や地域振興、学校教育や⽣涯学習など、地域資源
として、学びの場としての活⽤が期待されているのも事実である。 

以上のように、歴史的価値が評価され、将来にわたり残されることが決定している、⼤切
な歴史資源である磯浜古墳群について、管理者である⼤洗町が、現状と課題を⾒据えた上で
適正な保存・活⽤を図るため、本質的な価値及び構成要素、範囲などを明らかにし、その⽅
針を定めるものである。 
 
第４節 本計画の対象範囲 
 本計画では、磯浜古墳群の核となるエリアで史跡指定を受けている範囲（図 1-1 史跡指定
地）、磯浜古墳群の⼀部を含むが指定されていない筆の範囲（図 1-1今後保護を要する範囲）、
磯浜古墳群、及び望洋館跡・磯浜海防陣屋跡の周知の埋蔵⽂化財包蔵地内で遺構が埋没して
いる可能性がある範囲（図 1-1 計画範囲）を主な対象範囲とし、保存活⽤上必要と考えられ
る駐⾞場や駐⾞場から指定地までの歩⾏ルート、アクセス道路等についても視野に⼊れて
検討を⾏うこととする。 
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図 1-1 計画対象範囲 
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第５節 委員会の設置・経緯 
令和３年９⽉⼤洗町議会で議決（令和３年９⽉８⽇条例第 17 号）され、同年 10 ⽉１⽇

に施⾏された「⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会条例」に基づき、磯浜古墳群保存
活⽤計画策定委員会を設置し、審議を進めた。 

⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会条例は、下記の通りである。 
 
⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会条例 

(⽬的) 
第 1条 ⽂化財保護法（昭和 25 年法律第 214号。以下「法」という。）第 109 条第 1項

の規定により指定された史跡磯浜古墳群の本質的な価値及びその構成要素を明らかに
し，適正な保存・活⽤を図る磯浜古墳群保存活⽤計画（以下「計画」という。）を策定
するため，⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会(以下「委員会」という。) を設置
する。 
(所掌事務) 

第 2条 委員会は，教育委員会の諮問に応じて，次に掲げる事項について調査，研究及び
審議を⾏い，その結果を教育委員会に建議する。 
(1) 計画の基本的事項及び素案策定に関すること。 
(2) その他計画の策定について必要と認める事項に関すること。 
(組織) 

第 3条 委員会は，委員 15⼈以内で組織する。 
2 委員は，次に掲げる者のうちから教育委員会が委嘱する。 

(1) 学識経験を有する者 
(2) 地域を代表する者 
(3) 関係⾏政機関の職員 
(4) その他教育委員会が必要と認める者 
(任期) 

第 4条 委員の任期は，第 2条に定める所掌事務が終了するまでとする。 
(委員⻑及び副委員⻑) 

第 5条 委員会に委員⻑及び副委員⻑を置く。 
2 委員⻑及び副委員⻑は，委員の互選による。 
3 委員⻑は，会務を総理し，委員会を代表する。 
4 副委員⻑は，委員⻑を補佐し，委員⻑に事故があるときは，その職務を代理する。 

(会議) 
第 6条 委員会の会議は，委員⻑が招集し，委員⻑が議⻑となる。 
2 委員会は，委員の半数以上が出席しなければ会議を開くことができない。 
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3 委員会の議事は，出席委員の過半数で決し，可否同数の時は，委員⻑の決するところ
による。 

4 委員⻑が必要と認めたときは，委員以外の者を会議に出席させ，その意⾒を聴くこと
ができる。 
(庶務) 

第 7条 委員会の庶務は，教育委員会⽂化財主管課において処理する。 
(補則) 

第 8条 この条例に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，教育委員会が
別に定める。 

 
磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会の名簿（委員・指導助⾔者・事務局）は、下記の通り

である。委員は、条例第３条の規定に従い、15 名以内、13 名（令和３年度 13 名、令和４
年度 12 名）で組織し、学識経験者・地域代表・関係⾏政機関の職員に委嘱した。学識経験
者は史跡の性格を考慮し、考古学や近世史より選んだが、保存活⽤計画の策定に熟知し、史
跡整備に携わった経験者を含めた。地域代表では、史跡を取り巻く情勢を考慮し、歴史的、
⽂化的専⾨性を持った⼈材の他、観光に繋げる専⾨性を考慮した。関係⾏政機関の職員も、
史跡の活⽤⾯を共有する狙いから、まちづくり・観光部局に⼊ってもらった。結果的には、
歴史的価値や史跡整備等の⽅向性を幅広い視座から検討する学識経験者と共に、地域の合
意形成の場、活⽤に関わる意⾒交換の場を兼ねる委員会となっている。⽂化財保護法第 129
条の７の規定に従い、史跡磯浜古墳群の管理団体である⼤洗町の求めに応じ、史跡保存活⽤
計画の作成に関し、⽂化庁⽂化財第⼆課職員及び茨城県教育庁⽂化課職員より、必要な指導
または助⾔を受けた。事務局は、⼤洗町教育委員会⽣涯学習課埋蔵⽂化財係（令和３年度）・
同⽂化財係（令和４年度）であり、資料や会議録の作成などの⼀部の業務は、応⽤地質株式
会社（令和３年度）・有限会社歴史環境研究所（令和４年度）へ委託して実施した。 
 
委 員（委員⻑・副委員⻑を含む） 
１．広瀬 和雄 学識経験者（考古学） 国⽴歴史⺠俗博物館名誉教授 
２．若狭  徹 学識経験者（考古学） 明治⼤学⽂学部教授 
３．⽥中  裕 学識経験者（考古学） 茨城⼤学⼈⽂社会科学部教授 
４．菊地 芳朗 学識経験者（考古学） 福島⼤学⾏政政策学類教授 
５．郡司 丈児 学識経験者（近世史） ⼤洗町⽂化財保護審議会⻑ 
６．⼤⾥  明  地域代表（観 光） （⼀社）⼤洗観光協会⻑ 
７．江⼝ ⽂⼦  地域代表（歴 史） ⼤洗町の歴史と⾃然を楽しむ会⻑ 
８．⼩野瀬 敦⼦  地域代表（歴 史） ⼤洗博覧会実⾏委員会 
９．飯⽥ 英樹  地域代表（⽂ 化） 磯囃⼦会代表 
 
10．栗原 敬太  地域代表（⽂ 化） ⾵にころがる Tシャツ展実⾏委員会代表 

（令和３年度） 
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11．渡邉 澄⼈  関係⾏政機関の職員 ⼤洗町まちづくり推進課⻑（令和３年度） 
11. 海⽼澤 督  関係⾏政機関の職員 ⼤洗町まちづくり推進課⻑（令和４・５年度） 
12．⻑⾕川 満  関係⾏政機関の職員 ⼤洗町商⼯観光課⻑ 
13．松本 將良  関係⾏政機関の職員 ⼤洗町⽴第⼀中学校⻑ 
指導助⾔者 
１．浅野 啓介  ⽂化庁⽂化財第⼆課史跡部⾨調査官 
２．松本 直⼈ 茨城県教育庁総務企画部⽂化課課⻑補佐    （令和３年度） 
２．齋藤 貴史 茨城県教育庁総務企画部⽂化課課⻑補佐    （令和４・５年度） 
３．⾈橋  理  茨城県教育庁総務企画部⽂化課⽂化財保護主事 （令和３・４年度） 
３．栗原  悠  茨城県教育庁総務企画部⽂化課⽂化財保護主事 （令和５年度） 
 
事務局 
１．⻑⾕川 馨 ⼤洗町教育委員会教育⻑ 
２．深作 和利 ⼤洗町教育委員会⽣涯学習課⻑              （令和３・４年度） 
２．磯崎 宗久 ⼤洗町教育委員会⽣涯学習課⻑        （令和５年度） 
３．蓼沼⾹未由 ⼤洗町教育委員会⽣涯学習課 埋蔵⽂化財係⻑ （令和３年度） 

⼤洗町教育委員会⽣涯学習課 ⽂化財係⻑   （令和４・５年度） 
４．鴨志⽥峻⽮ ⼤洗町教育委員会⽣涯学習課 埋蔵⽂化財係主事（令和３年度） 
４．栗原 敬太 ⼤洗町教育委員会⽣涯学習課 ⽂化財係主任  （令和４・５年度） 
 
令和３年 10 ⽉ 25 ⽇開催した、令和３年 10 ⽉定例教育委員会に提出された、議案第 19
号「磯浜古墳群保存活⽤計画の策定について」において、⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策
定委員会条例第１条の規定に従い、史跡磯浜古墳群の本質的な価値及びその構成要素を明
らかにし、適正な保存・活⽤を図る磯浜古墳群保存活⽤計画を策定するため、同第２条の規
定による計画の基本的事項及び素案策定に関する事項等について、調査、研究、及び審議を
⾏う⼤洗町磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会を、令和３年 11 ⽉ 25 ⽇〜以降、令和３年
度から同５年度の期間設置し、諮問することが決まった。 
全５回開催の委員会の審議経過等の概要は、下記の通りである。 
 

令和３年度 
令和３年 11 ⽉ 25 ⽇ 第１回委員会 
       ・委員⻑・副委員⻑の互選 
       ・「計画策定の沿⾰・⽬的」の調査、研究、及び審議 
令和４年３⽉ 16⽇ 第２回委員会 
       ・「史跡の概要」の調査、研究、及び審議 
       ・「史跡の本質的価値」の調査、研究、及び審議 
       ・「史跡の現状・課題」の審議 
       ・第１回委員会内容の修正確認 
令和４年度 
令和４年 11 ⽉ 14 ⽇ 第３回委員会 
       ・「史跡の本質的価値」の再検討 

・「史跡の⼤綱・基本⽅針」の調査、研究、及び審議 
       ・「史跡の保存（保存管理）」の調査、研究、及び審議 
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       ・第１・２回委員会内容の修正確認 
 

       

第１回委員会（現地視察）              第 1回委員会（協議） 

    
第 2回委員会                    第 3回委員会 

    
第 4回委員会                  第 5回委員会 

写真 1-1 磯浜古墳群保存活⽤計画策定委員会開催状況 
令和５年 3 ⽉ 22 ⽇  第４回委員会 
       ・「史跡の本質的価値」の再検討 

・「史跡の⼤綱・基本⽅針」の再検討 
       ・「史跡の保存（保存管理）」の再検討 

・「史跡の活⽤」の調査、研究、及び審議 
       ・「史跡の整備」の調査、研究、及び審議 
       ・「運営・体制の整備」の調査、研究、及び審議 
       ・第１〜３回委員会内容の修正確認 
令和５年６⽉ 29⽇  第５回委員会 
       ・第１〜４回委員会内容の修正 
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・保存活⽤計画原案の審議、最終確認 
令和５年８⽉ 10 ⽇〜９⽉ 10 ⽇ 保存活⽤計画のパブリック・コメント 
 
第６節 他の計画との関係 

磯浜古墳群は、⽂化財保護法第２条、⽂化財体系の中で、「⾙づか、古墳、都城跡、城跡、
旧宅その他の遺跡で我が国にとって歴史上⼜は学術上価値の⾼いもの」と規定された記念
物に該当し、その中でも重要なものとして、国の指定を受けた史跡に該当する。茨城県内に
はこの国指定の史跡が全部で 33件あり、令和２年５⽉に策定された『茨城県⽂化財保存活
⽤⼤綱』の中でも、最も新しく指定された史跡として磯浜古墳群が登載されている。 
国の法律や県の⼤綱の他に、基礎⾃治体である⼤洗町を範囲とした歴史、⽂化、伝統に関

する記述のある計画は多数存在する。磯浜古墳群に関連する計画を表 1-1 に⽰す。 
その中で、上位計画である「第６次⼤洗町総合計画」を含む、「⼤洗町景観計画」、「ひた

ちなか⼤洗リゾート構想」、「第２次⼤洗町環境基本計画」、「⼤洗町都市計画マスタープラン」
において、磯浜古墳群に関する記述が掲載されている。本計画の位置づけは図 1-2 のフロー
の通りである。 

以下では、該当部分を抜粋すると共に、計画の概要と触れられた部分を解説する。 

 

図 1-2 本計画の位置づけ 
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表 1-1 ⼤洗町関連計画⼀覧（策定時期順） 

掲載
名称

（主管）

策定年度

（計画期間）
計画内容 磯浜古墳群に関連する内容

上

位

計

画

○

第６次

大洗町総合計画

（まちづくり推進課）

令和3年9月策定

（令和3年度

　～令和14年度）

大洗町の最上位計画。人口減少問題など

の情勢を踏まえながら、地域資源や特

徴、培われてきた歴史や文化に更に磨き

をかけ、SDGsにおける持続可能で誰も

が安心して暮らせるまちづくりの実現に

向けた施策の指針を示している。

古墳群の整備、国指定数量

増、案内機能の充実、シビッ

クプライドの醸成

○
大洗町景観計画

（都市建設課）
平成27年12月策定

景観計画の対象区域、良好な景観を形成

していくための方針、建築等行為の制限

に関する事項などを定め、大洗町内のそ

れぞれの景観特性に応じた景観誘導を図

ることを目的としている。

磯浜古墳群の眺望景観として

の資源、景観の保全、アクセ

ス向上

第２期

教育振興基本計画

（学校教育課）

平成29年3月策定

（平成29年度

　～令和元年度）

改正教育基本法の趣旨や東日本大震災を

はじめとする社会状況、子どもたちを取

り巻く環境の変化を勘案し、将来の町の

リーダーや地域を支えていく人材を育て

るべく、「教育立町」をめざす大洗町の

教育に係る施策を一層力強く推進するた

め、より具体的な施策体系に組み直し、

各施策内容の深化・具体化・補完を図

る。

地域の歴史に親しむ教育の場

として活用

大洗町観光振興計

画

（商工観光課）

平成31年3月策定

（令和元年度～10

年度）

発展的持続可能なまちづくりを推進する

ため、より多様なニーズに的確に対応

し、大洗町の宝である「海」の恵を中心

にあらゆる資源を活用し、観光振興を核

としたまちづくりを目指す。

歴史文化、地域資源を活かし

た観光、自然・歴史・文化に

ついて町民の理解と誇りや愛

着の醸成、歴史文化の掘り起

こしと学習機会の創出

○

第２次大洗町

環境基本計画

（生活環境課）

平成31年3月策定

（令和元年度

　～令和10年度）

大洗町の環境問題を考慮し、環境の保全

及び創造に関する取組みを積極的に促進

するために策定された計画である。

磯浜古墳群など自然の中にあ

る文化財等の保全、自然環境

に配慮した整備、多様な樹木

（車塚古墳のスダジイなど）

の一体的な保全

○

ひたちなか大洗

リゾート構想

（茨城県地域振興課）

平成31年3月策定

（令和元年度～）

ひたちなか大洗両地域の豊かな観光資源

を一体的に結びつけるビジョンを地元自

治体や関係団体と共有し、地域の魅力向

上や活性化、一層の観光誘客を図ること

を目的としている。

海の眺望を活かした古墳群の

整備

○

大洗町都市計画

マスタープラン

（都市計画課）

令和元年6月改訂

（平成30年度

　～令和20年度）

大洗町がより住みやすいまちとなるよ

う、現在のまちの状況やまちづくりの課

題、住民の意見を反映して、２０年後の

まちの具体的な都市づくりの目標を設定

している。

磯浜古墳群を結ぶ散策路の整

備、誘導・案内サインの整

備、大洗の風土を感じさせる

空間の形成、海や中心市街

地、田園集落を一望できる眺

望スポットとして整備

大洗町子ども・子

育て支援事業計画

（こども課）

令和2年3月策定

（令和2年度

　～令和6年度）

「第１期大洗町子ども・子育て支援事業

計画」における成果と課題を検証・分析

し、引き続き、子ども子育て支援制度を

踏まえながら、子育て施策を推進してい

る。

地域の郷土伝統の伝承

　

連

携

す

る

計

画
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１．上位計画 
1-１．『第６次⼤洗町総合計画』（令和３年９⽉策定、⼤洗町まちづくり推進課） 
町政運営の最上位計画として、⼈⼝減少問題などの情勢を踏まえながら、地域資源や特徴、
培われてきた歴史や⽂化に更に磨きをかけ、SDGs持続可能で誰もが安⼼して暮らせるまち
づくりの実現に向けた施策の指針として策定したもの。 
アンケート調査からは「⾵⼟や歴史、地域資源を活かした⽣涯学習の取り組み」に対する
課題が浮かび上がっている。この課題を解決するべく、「政策４ ⼤洗の未来を担う⼈財を育
てるまちづくり」の中に、郷⼟に存在する歴史資源を調査・保存し未来に継承したり、郷⼟
教育や観光資源として活⽤する意義を住⺠で共有したりする姿を⽬指す「施策 4-5 歴史資
源の保存と活⽤」を位置づけている。 
施策の内容ごとの取り組みと⽅向性は、⼤洗遺産の認定や⽂化財保存活⽤地域計画の策

定なども含む４つの柱(4-5-1〜4-5-4)に分かれるが、ここでは磯浜古墳群に関連する「4-5-
1 史跡磯浜古墳群の整備【重点】」中⼼に抽出する。 

 
 
この⽬標値は重点的に取り組むべき施策で予算が優先配分される総合戦略の「パッケー
ジ⑤ 歴史⽂化を中⼼とした⼈の流れの創出」や「基本⽬標２ ⼈を惹きつけ、多様な⼈材が
活躍する地域づくりを実現する」として位置づけられており、例えば「⾵格ある⽂化資源を
活かした魅⼒づくり」や「本町が有する地域資源を活⽤した多様な世代・属性へのプロモー
ションを促進」することで、「関係⼈⼝や交流⼈⼝の増加を図るとともに、⼤洗町⺠として
のシビックプライドの醸成」へ繋げていく考えである。 

その過程で整備へ向けた機運の醸成を図ることとし、例えばサインシステムの整備やマ
ップの作成や情報発信など、案内機能の充実などを通して実現していくものである。 
 

 
 

 

史跡磯浜古墳群については、町の計画が未整備であり、公有化や公園整備などに向け
た、史跡保存活⽤計画の策定が求められています。」と現状における課題を浮き彫りに
した上で、重点取り組み指標（KPI）の中に、令和６年度までに計画を策定するものと
した。また、「施策の内容ごとの取り組みと⽅向性」には、「史跡保存活⽤計画の策定」
を⽰すと共に、「⽂化庁補助⾦『町内遺跡埋蔵⽂化財事業』を利⽤した磯浜古墳群の追
加指定」を位置づけ、磯浜古墳群の国指定数量は、現在の⽇下ヶ塚古墳・⾞塚古墳・姫
塚古墳の３基指定の状態から、坊主⼭古墳１基を含めた４基指定に、まちづくり⽬標値
(KGI)を定めている。 



磯浜古墳群保存活⽤計画 第１章 計画策定の沿⾰・⽬的 
 

111 
  

 

 

 
図 1-3 歴史資源の保存と活⽤（１）（出典：『第６次⼤洗町総合計画』に加筆） 
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２．連携する計画 
２-１．『⼤洗町景観計画』（平成 27 年 12 ⽉策定、⼤洗町都市建設課） 
 ⼤洗町は、太平洋や涸沼の美しい景⾊や特徴的な眺望を有しており、このような景観資源
を保全・活⽤する取り組みを進めている。平成 24 年３⽉に景観⾏政団体となり、景観計画
の対象となる区域や、良好な景観を形成していくための⽅針、建築等の⾏為の制限に関する
事項などを定め、個別の景観特性に応じた景観の誘導を図ることとなった。 
市街地景観ゾーンに帰属する磯浜古墳群は、歴史的資源としてばかりではなく、⾼台か

ら海や⼭々を眺めるビュースポットとしての景観特性を持つ。この⾼台からの眺めに関す
る課題として、地元の⼈が楽しむだけではなく、おもてなし資源として活かす⼯夫が必要
と指摘された。眺望景観の魅⼒を最⼤化するため、眺めを楽しめる視点場の整備ととも
に、周辺景観の保全や案内などのアクセスの向上、景観資源の⾒⽅や価値等に関する情報
提供を⾏う景観形成⽅針が⽰された。 
また、市街地景観ゾーンの景観形成基準は下記の表 1-2 のとおりである。 
 

項目 基準内容 

位置 

・道路等の公共の場所に面した部分は、壁面後退やオープンスペースの確保等により、

街並みに開放性やゆとりを持たせる。 

・道路等の公共の場所からのマリンタワー等のシンボルの見え方に配慮する。 

形態・意匠 

・建物の高さや規模は、街並みとの連続性や一体感を創出するように努める。 

・大洗町特有の海の眺めや路地空間を活かすよう工夫する。 

・道路等の公共の場所に面する外壁の意匠は、単調にならないよう工夫し、特に低層

部は街並みとの連続性に配慮する。 

・外壁、屋上等に設ける設備は、道路から目立たない位置にするか、目隠しする等し

て、建築物本体との一体性や周辺景観との調和に配慮する。 

外構 ・交差点部などは、街角広場やベンチ等により、人々が集える空間づくりに努める。 

その他 

・駐車場は、建築物本体や周辺との一体性に配慮するとともに、沿道には植栽等を施

し、潤いあるオープンスペースとする。 

・駐車場、自動販売機、ゴミ集積所等を設ける場合には、建築物や周辺の街並みとの

調和に配慮する。 

・照明設備は、過剰な演出は避け、夜間景観に有効となるよう配慮する。 

材料 

・周辺景観との調和や地域風土に馴染む材料を使用する。 

・経年変化による退色、損傷、汚れにくい材料を選択し、景観を維持しやすいよう配

慮し、海岸沿いでは塩害による腐食等にも配慮する。 

色彩 

・外壁、屋根等の外観の多くを占める色彩（基調色）は、彩度の高い色は避ける。（「マ

ンセル表色系」彩度４以下） 

・アクセントカラー（強調色）を使用する場合は各立面の 1/5 程度までとし、周辺景

観や街並みを乱さないよう慎重に用いる。（材料本来の素材色をできるだけ用いる） 

工作物の 

建設 

・景勝地や景観シンボルの眺望を著しく阻害することがないよう配慮する。 

・工作物の用途に応じて、形態意匠を工夫する。 

木竹の伐採 

・伐採は必要最小限に抑える。 

・道路等の公共の場所や景勝地に隣接する場所は、出来る限り既存樹木の保存、移植

に努め、行為中や行為後の景観が、周囲の景観と不調和にならないよう配慮する。 

表 1-2 市街地景観ゾーン景観形成基準 
（出典：『⼤洗町景観ガイドライン』より主な内容を抜粋） 
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図 1-4 景観特性・景観形成⽅針（出典：『⼤洗町景観計画』に加筆） 
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図 1-5 シンボル景観・眺望景観（出典：『⼤洗町景観計画』に加筆） 
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図 1-6 景観眺望点・視対象（出典：『⼤洗町景観計画』に加筆） 
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２-２．『ひたちなか⼤洗リゾート構想』（平成 31 年３⽉策定、茨城県地域振興課） 
豊富な観光資源を持ち、茨城県を代表する観光地である、ひたちなか⼤洗両地域において、
観光資源のレベルアップや新規開発、景観形成、雇⽤創出などを⼀体的に磨き上げることに
より、地域の魅⼒向上や活性化、⼀層の観光誘客を図る⽬的で策定された。茨城県・ひたち
なか市⼤洗町、および両観光協会・両商⼯会議所商⼯会間で連携協定を締結。 
 共通する海と結ぶ５つのキーワード（宿泊・飲⾷、スポーツ、⾳楽・アニメ、歴史⽂化、
アクセス）を切り⼝とし、海×歴史⽂化では、時代を超えたいろどりとして、４つの柱の内
の⼀つとして「古墳群の整備」が位置付けられている。 
 

 

図 1-7 ひたちなか⼤洗リゾート構想（出典：『ひたちなか⼤洗リゾート構想』に加筆） 
 

2-３．『第２次⼤洗町環境基本計画』（平成 31 年３⽉策定、⼤洗町⽣活環境課） 
⼤洗町における環境問題を考慮し、環境保全の取り組みを⼀層促進するために策定した

計画である。この計画に基づき、⼤洗町は町⺠、事業者、滞在者と協働・連携しながら、環
境の保全、及び創造に関する取り組みを積極的に推進する。 
 地域の環境の現状評価の中には、「遺跡や建物など、歴史を感じる⽂化財などが残ってい
る」と回答した⼈が 38.8%と、残っていない 25.2%、よく分からない 33.8%を超えており、
遺跡の存在が⼀定程度認識されているものと思われる。また町⺠の抱く環境⾯の将来像と
して、「神社や寺、遺跡など（中略）を⼤切に引き継いでいくまち」が 30.2%と、社寺に加
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え遺史跡を継承するまちづくりに⼀定程度の期待感を持つことが予想される。 
 さらに、環境の課題として、「磯浜古墳群など⾃然の中の⽂化財は、⾃然環境に配慮しな
がら整備していくことが必要」とされ、町⺠アンケートの結果からも「⾃然環境を保全する
上でも、（地域の）歴史や⽂化にふれあう場を創出していくことが必要」とされた。 
 その上で、「磯浜古墳群など⾃然の中にある⽂化財等を保全」し、町⺠や事業者はそれに
協⼒することがうたわれている。 
 

 
 

 

 
 

図 1-8 環境基本計画（１）（出典：『第２次⼤洗町環境基本計画』） 
 



磯浜古墳群保存活⽤計画 第１章 計画策定の沿⾰・⽬的 
 

118 
 

 
 
 

 
図 1-9 環境基本計画（２）（出典：『第２次⼤洗町環境基本計画』に加筆） 
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２-4．『⼤洗町都市計画マスタープラン』（令和元年６⽉改訂、⼤洗町都市計画課） 
⼈⼝減少や少⼦・超⾼齢化等の現在の町の状況やまちづくりの課題、町⺠の意⾒などを反
映して、20 年後の⼤洗町がより住みやすい町となるよう、⼟地利⽤や都市施設の⽅針、地
区別の将来像、整備⽅針などの、都市計画に関する基本的な⽅針を総合的に設定するもので
ある。 

 

 

 
図 1-10 道路・交通⽅針（出典：『⼤洗町都市計画マスタープラン』に加筆） 
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この中で、⼤洗町北部地域（磯浜町〜⼤貫町）の令和 20 年度までの整備⽅針の中に、磯
浜古墳群が登載されている。道路・交通の⽅針として「⾞塚古墳や⽇下ヶ塚古墳を結ぶ散策
路の整備」が上げられ、景観の⽅針として「⾞塚古墳や⽇下ヶ塚古墳は、誘導サインの設置
や案内サインの改善などによりネットワーク化を図り、⾵⼟記の丘として、⼤洗の⾵⼟を感 

 

 

図 1-11 景観⽅針（出典：『⼤洗町都市計画マスタープラン』に加筆） 
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じさせる空間を形成します。また、⾼台から、海や中⼼市街地に加え遠⽅の⽥園集落を⼀望
にできる眺望スポットの整備を推進します。」とされている。 
 
第７節 計画の実施 

本計画は、令和５年度（2024 年３⽉１⽇）より発効し、計画期間は令和１９年度までと
する。 
 今後の追加指定や⼟地の公有化、史跡整備・活⽤等の進捗状況、その他不測の事態を考慮
し、必要に応じて計画は⾒直しを⾏うものとする。 


